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従来、CL についての手話の研究上の議論は主として分類に向けられており、それがどのように用いら

れているのかということについては、あまり正面から議論がなされてこなかった。こうした中、ある手

話講師からの発言を契機として、手話の語も CL は自由に用いられるわけではなく、指差し等について

いくつかの制約が課されることが改めて認識された。本報告では日本手話の/山/を取り上げ、その位置

関係やそこへの指差しなどがどのように起きているのかについて今後の研究への足がかりをつかむ。 
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1. 考察の背景 
図 1 は、2020/8/5 にツィッター上で見かけたも

のである。手話が聴覚ではなく、視覚に多く依存

する言語であることはその通りであるが、日本

手話の「存在」の表し方については、必ずしもこ

の通りではないように思われた。 
このツィートをきっかけに「山の上に一本の木

がある」という意味内容を持つ日本手話の文が、

日本手話では通常、どのように表されているの

かを改めて注意深く観察してみた。最もシンプ

ルなものでも日本手話では、/山/ PT3(山の頂上) /
木/ のような文になるのではないか。しかし、そ

れは何を意味するのかが、本報告の背景である。 

 
2. 日本手話における/山/と問題意識 
 日本手話における山を意味する手話の語、/山/
は、固定語彙と言って良い。多くの辞書にも図 2
（財団法人全日本聾唖連盟『改訂版わたしたちの

手話（I）』、1983、p.98）のようなイラストが掲

載されているであろう。このイラストでは、動き

がかなり単純化されており、シンプルな半弧と

なっている。掌の向きや手型は、このイラストか

らだけではうかがい知れないが、この語は広く

使われていると言

えよう。 
恐らく多くの手話

指導の現場でもこ

の語は、例えば「山

の形を表していま

す」といったような

説明と共に表示さ

れているのではな

いかと思われる。手

話講師も手話学習者も覚えやすい手話として、

この語を認識し、日常的にも用いていよう。先の

ツィッター（図１）は、そうした状況を背景に出

てきたものだと言える。その透明性（写像性）が

高いことから、この語が一見、個人によって様々

な形を示すジェスチャーである、あるいはそれ

ゆえ自由にこの語を用いることができると指導

の現場でも思われている可能性がある。しかし

ながら、図１のツィッターを契機に改めてこの

手話を見てみると、少なくとも関東のろう者の

範囲では、この手話の用いられ方は、そう自由な

わけではないことが見えてきた。そこで、この

「山の上に木がある」と日本語で表される内容を

日本手話で表す時の問題を、「/山/-/木/問題」と

名付け、言語学的な考察を試みた。 
 
3. 言語学的検討 
3.1 理論的検討その 1：山のさまざまな場所 

/山/-/木/問題」では「山の上に」という位置関

係としては、山の頂上あるいはその周辺があげ

られていたが、それ以外の場所ではどうなのだ

ろうというのが最初の検討課題である。よく言

われるそれ以外の場所として、山腹（山頂と麓と

図 1 きっかけとなったツィート 

図 2 /山/の手話 
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の聞の部分）、山麓（山裾）が挙げられよう。 
/山/という日本手話の語がもし山の形を表し

たもので、「木が〜にある」ということを言いた

いのであれば、先のツィートが正しいのなら、そ

れは同時に手話語彙の横の弧部分辺りで/木/と
表す、あるいは/山/の表出後、その前の麓にあた

りそうな部分で/木/と表すことで、該当する意味

をそれぞれ表すことができるはずである。 
しかしながら関東地区のネィティブろう者へ

の聞き取りでは、そのような手話句あるいは手

話文では意図していた意味にはならず、奇異な

感じを受けるとのことであった。すなわち、 
(1) 
利き手： /山/ PT3 （山裾位置) 
非利き手： 
は許容されないが、 
(2) 

利き手：  /山/ PT3 （山裾位置） 

非利き手： 山 CL(B)------- 
なら許容されるという。また 
(3) 

/山/ CL(B)（山稜の変化する様子）PT3 

なら PT3が指し示す位置の句が許容される。 

つまり、文や会話の初出で/山/という語の軌

跡があるように見えても該当部分をいきなり指

差すのでは、奇異であるが、非利き手が添えられ

ることにより、通常の手話の語ではなく、CL化

する、あるいは語の後に CLが明示的に挿入され

ることで、この指差しが許容されると分かる。 

3.2 理論的検討その 2（先行研究） 

一方、上記の 3.1 の検討で明らかになったこと

として、位置関係を示す際には、通常の手話の語

ではなく、CL（類別辞）であることを示すマー

カーが挿入される必要があることが分かつた。

また、こうした位置関係を示すためには、語彙化

した語とそうではない CL との 2 つが必要であ

ることになる。そこで改めてこうした語彙と CL 
との関係について考察してみた。たとえば、市田

（手話文法研究室）は、CL と通常の手話の語に

ついて次のように述べている。 
「CL 手形を使用した構文。(中略）手話の語彙レ

ベルおよび空間表現において図像性を利用する

際に用いられる。フリージング（凍結）すること

によってフローズン語彙となる。｣（同様の記述

は、McDonald 1982, Shepard-Keg! 1985, Brennan 
1990, Schick 1990, Johnston an Schembri 1999, 
Schembri 2003 等多数） 
こうした記述を除くと、CL についての先行研

究はその分類に関わるものが多い。CL がプロダ

クティプ・フォームであり、固定語彙がフローズ

ン・フォームということも知られている。しか

し、どのようにして両フォームを手話の語が行

き来するのかについては未知であり、ASL 等の

手話の大言語でも Kegl and Schley (1986）や

Tommaso (2004)などを除くと研究が殆どないこ

とが分かった。また手話の語から CL への先祖

返りは Backformation（逆成）とよばれている

（Sandler & Lillo-Martin 2006, p.96）。 
3.3 理論的検討その 3：位置関係の示され方 

同じような手話が用いられていても、位置関

係の提示にあたっては、CL が必須と分かった。 
(4) 

＊//山/ /木/（山裾位置） 

/山/ 非利き手 CL PT3 (山裾位置) /木/ CL-1(1) 
つまり/木/が直接、山裾位置に直接来ることは

できず、CL 提示が間に挟まると共に、/木/では

なく、木を示す CL が立つことで、山と木の間の

位置関係が特定されることが分かった。 
 

4. 結論 
本稿の冒頭で述べた/山/-/木/問題については,

日本手話では、ツィートで提案されていた句あ

るいは文の構成は適切ではなく、位置関係を示

すためには、CL による再度の置き換えと提示が

必須であり、位置関係は手話の語そのものでは

示すことができず、位置関係を示すためには CL
が必須であることが分かつた。同時に手話の語

は CL に先行しなければならないことも明らか

となった。 
すなわち、 
① CLは初出では手話の語に先行しない。 
② 位置関係などは CLによって提示されないと

ならない。 
③ 位置に関わる指差し語ではなく、CL に対し

てなされないとならない 
ことが分かった。 
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